
【
資
料
紹
介
】

　
　
　
　
　
　
　

佐
太
神
社
蔵
『
詞
林
翹
楚
』
に
つ
い
て

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
―
―
江
戸
初
期
松
江
藩
主
周
辺
の
和
歌
事
蹟
―
―
―

�

山　

﨑　

真　

克

�

（
比
治
山
大
学
）

摘
　
　
要

佐
太
神
社
蔵
『
詞
林
翹
楚
』
と
河
本
家
稽
古
有
文
館
蔵
な
ど
の
『
山
下
水
』
と
の
比
較
検
討
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、『
詞
林
翹
楚
』
に
は
『
山
下
水
』
と

は
異
な
る
収
載
歌
が
み
ら
れ
た
り
、
配
列
が
異
な
っ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
、
ま
た
『
山
下
水
』
末
尾
に
付
さ
れ
た
養
法
院
に
よ
る
跋
文
・
識
語
・
朱
印

も
見
出
せ
な
か
っ
た
。『
詞
林
翹
楚
』
に
草
稿
的
な
要
素
を
認
め
「
原
本
の
可
能
性
」
を
指
摘
す
る
こ
と
も
可
能
だ
が
、
現
段
階
で
は
判
断
の
根
拠
に
乏

し
い
。
ま
た
両
者
の
異
同
を
松
平
綱
隆
自
身
に
よ
る
推
敲
と
み
る
べ
き
か
、
養
法
院
な
ど
の
別
人
に
よ
る
改
訂
と
み
る
べ
き
か
に
つ
い
て
も
確
定
し
が
た

い
。

キ
ー
ワ
ー
ド�

：�

佐
太
神
社　

松
平
綱
隆　

山
下
水　

養
法
院　

松
江
藩

　
　
　
は
じ
め
に

稿
者
は
、出
雲
松
江
藩
第
二
代
藩
主
松
平
綱
隆
（
宝
山
院
）
が
『
古
今
和
歌
集
』

を
中
心
に
四
十
七
首
の
和
歌
を
撰
ん
で
構
成
し
た
私
撰
集
で
あ
る
『
山
下
水
』
に

つ
い
て
検
討
を
加
え
た
こ
と
が
あ
る（
１
）。『
国
書
総
目
録
』（
岩
波
書
店
）
に
記
載
さ

れ
、『
和
歌
大
辞
典
』（
明
治
書
院
）
で
は
「
書
陵
部
蔵
の
孤
本
」
と
さ
れ
て
い
た

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
に
加
え
て
、
新
た
に
河
本
家
稽
古
有
文
館
（
鳥
取
県
東
伯
郡

琴
浦
町
）
蔵
本
、佐
太
神
社
（
島
根
県
松
江
市
）
蔵
本
を
調
査
し
た
。
そ
の
結
果
、

新
出
の
二
本
は
、
そ
れ
ぞ
れ
元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
十
一
月
、
宝
永
二
年

（
一
七
〇
五
）
初
夏
に
、
い
ず
れ
も
綱
隆
側
室
の
養
法
院
が
書
写
し
た
真
筆
資
料

で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。ま
た
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
は
、安
政
二
年（
一
八
五
五
）

三
月
十
八
日
に
、
鷹
司
政
通
・
輔
熙
父
子
の
書
写
蒐
集
活
動
に
加
わ
っ
た
「
源
豊

泰
」
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
転
写
本
で
あ
っ
た
。

一
九
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今
回
、『
山
下
水
』
と
同
内
容
を
持
つ
と
さ
れ
、「
原
本
の
可
能
性
」
が
指
摘
さ

れ
て
い
た
佐
太
神
社
蔵『
詞
林
翹
楚
』（
松
平
綱
隆
筆
）を
調
査
す
る
機
会
を
得
た
。

こ
れ
ま
で
調
査
し
た
三
本
の
『
山
下
水
』
は
、多
少
の
異
同
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、

ほ
ぼ
同
内
容
で
あ
っ
た
。
し
か
し
『
詞
林
翹
楚
』
は
、『
山
下
水
』
と
は
異
な
る

収
載
歌
が
み
ら
れ
た
り
、
配
列
が
異
な
っ
た
り
す
る
場
合
が
あ
る
。
ま
た
、『
山

下
水
』
末
尾
に
付
さ
れ
た
養
法
院
に
よ
る
跋
文
・
識
語
・
朱
印
も
見
出
せ
な
い
。

本
稿
で
は
、両
者
の
比
較
を
通
し
て
『
詞
林
翹
楚
』
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
、「
原

本
の
可
能
性
」
も
含
め
た
位
置
付
け
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　
　
　
一
　
佐
太
神
社
蔵
『
詞
林
翹
楚
』
の
展
示
紹
介

佐
太
神
社
蔵
『
詞
林
翹
楚
』
は
、
平
成
（（
年
特
別
展
「
松
江
藩
主
松
平
家
の
至

宝
―
天
下
の
名
物
―
」（
松
江
歴
史
館　

平
成
二
十
五
年
十
一
月
）
に
写
真
入
り

で
紹
介
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
平
成
二
十
五
年
十
一
月
十
六
日
～
平
成
二
十
六
年
一

月
五
日
に
松
江
歴
史
館
に
て
開
催
さ
れ
た
同
名
の
特
別
展
の
展
示
図
録
で
あ
る
。

同
書
に
は
、
松
平
家
第
十
三
代
当
主
松
平
直
亮
氏
に
よ
る
寄
進
で
あ
る
こ
と
を

示
す
寄
進
状
も
あ
わ
せ
て
写
真
掲
載
さ
れ
て
い
る
。「
記
／
一　
寶
山
院

筆　

　

詞
林
翹
楚　

一
軸
／
一　
養
法
院

筆　

 

古
歌
仙
短
冊　

一
冊
／
右
寄
進
候
也
／
昭
和
二
年
六
月
／
伯
爵

松
平
直
亮
／
懸
社
佐
太
神
社
／
社
務
所
御
中
」
と
記
さ
れ
た
形
式
は
、
昭
和
初
期

に
松
平
直
亮
氏
が
旧
出
雲
国
内
の
寺
社
に
対
し
藩
主
関
係
の
品
々
を
寄
進
し
た
際

の
も
の
と
一
致
す
る
。
こ
の
時
期
に
寄
進
さ
れ
た
も
の
に
は
、
松
平
綱
隆
お
よ
び

養
法
院
の
書
写
に
よ
る
古
典
籍
が
多
く
含
ま
れ
る（
２
）。

『
詞
林
翹
楚
』
に
つ
い
て
は
、「
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
六
月
に
松
平
直な
お

亮あ
き

か
ら
寄
進
さ
れ
た
宝
物
。
箱
に
は
「
寶ほ
う

山ざ
ん

院い
ん

様さ
ま

御お
ん
筆ひ
つ　

詞し

林り
ん

翹ぎ
ょ
う
楚そ

」
と
墨
書
し

た
紙
が
貼
ら
れ
て
い
る
。
伊い
ざ
な
ぎ
の
み
こ
と

弉
諾
尊
と
伊い
ざ
な
み
の
み
こ
と

弉
冉
尊
が
国
づ
く
り
を
し
た
際
に
掛
け

合
っ
た
歌
に
始
ま
り
、『
古こ

今き
ん

和わ

歌か

集し
ゅ
う

』
所
載
の
六
歌
仙
な
ど
の
歌
を
撰
び
記

し
た
も
の
。
同
時
に
展
示
し
て
い
る
『
山や
ま

下し
た

水み
ず
』
と
内
容
は
同
じ
で
あ
り
、『
山

下
水
』
の
名
で
写
本
が
多
く
伝
来
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
詞し

林り
ん

翹ぎ
ょ
う

楚そ

』
が
原

本
の
可
能
性
が
あ
る
。
／
松
平
綱
隆
（
宝
山
院
）
筆
／
江
戸
前
期
／
佐
太
神
社�

蔵
／
鹿
島
歴
史
民
俗
資
料
館�

寄
託
」
と
の
解
説
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
特
別

展
に
は
、
千
手
院
（
島
根
県
松
江
市
）
蔵
『
山
下
水
』（
松
平
綱
隆
筆
）
が
展
示

さ
れ
て
い
た
が
、
現
在
ま
で
に
調
査
が
及
ん
で
い
な
い
。
図
録
掲
載
の
冒
頭
部
分

の
写
真
を
見
る
限
り
で
は
、
養
法
院
筆
の
河
本
家
稽
古
有
文
館
蔵
本
・
佐
太
神
社

蔵
本
と
本
文
お
よ
び
巻
子
本
の
体
裁
と
も
に
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

　
　
　
二
　
佐
太
神
社
蔵
『
詞
林
翹
楚
』
の
書
誌

今
回
の
調
査
に
基
づ
き
、
佐
太
神
社
蔵
『
詞
林
翹
楚
』
の
書
誌
を
記
述
す
る
。

佐
太
神
社
蔵
『
詞
林
翹
楚
』
は
写
本
一
軸
、
箱
入
の
巻
子
本
で
あ
る
。
箱
の
表

に
「
寶
山
院
様
御
筆
／
詞
林
翹
楚
」
と
墨
書
さ
れ
た
貼
紙
①
が
存
し
、
そ
の
下
部

分
に
「
佐
太
神
社
」
と
墨
書
さ
れ
た
別
種
の
貼
紙
②
が
み
ら
れ
る
。

表
紙
は
雀
色
で
桐
花
文
が
み
ら
れ
る
。
金
の
切
箔
を
散
ら
し
た
深
緑
色
の
題
簽

が
貼
ら
れ
、
外
題
と
し
て
「
詞
林
翹
楚
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
見
返
し
に
は
、

草
花
お
よ
び
笹
の
模
様
が
金
泥
で
描
か
れ
た
上
に
、「
出
雲
國
主
第
二
代
／
松
平

綱
隆
（
寶
山
院
）
筆
」
と
墨
書
さ
れ
る
。
表
紙
に
続
い
て
楮
紙
十
一
枚
継
ぎ
。
無

地
の
表
紙
以
外
は
す
べ
て
布
目
地
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
料
紙
の
文
様
や
色
が
異

な
る
。
縦
二
八
・
六
㎝
、
横
・
五
〇
五
・
九
㎝
（
表
紙
二
〇
・
五
㎝
・
桐
花
文
・
雀
色
、

第
一
紙
四
四
・
〇
㎝
・
菱
文
〈
花
な
し
〉・
白
色
、第
二
紙
四
四
・
六
㎝
・
亀
甲
草
花
文
・

水
色
、
第
三
紙
四
四
・
六
㎝
・
草
花
文
・
薄
香
色
、
第
四
紙
四
三
・
九
㎝
・
菊
文
・

山
吹
色
、
第
五
紙
四
四
・
六
㎝
・
草
花
文
・
薄
青
色
、
第
六
紙
四
四
・
三
㎝
・
草
花
文
・

二
〇

佐
太
神
社
蔵
『
詞
林
翹
楚
』
に
つ
い
て 

―
江
戸
初
期
松
江
藩
主
周
辺
の
和
歌
事
蹟
―
（
山
﨑
真
克
）
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薄
香
色
、
第
七
紙
四
四
・
八
㎝
・
渦
雲
に
竜
窠
文
・
浅
黄
色
、
第
八
紙
四
四
・
五
㎝
・

渦
雲
に
竜
窠
文
・
水
色
、
第
九
紙
四
四
・
六
㎝
・
渦
雲
に
竜
窠
文
・
薄
香
色
、
第

十
紙
四
四
・
〇
㎝
・
草
花
文
・
白
と
金
、
第
十
一
紙
四
一
・
五
㎝
・
菱
文
に
花
・
黄

土
色
）。
第
一
紙
に
内
題
「
詞
林
翹
楚
」
と
あ
る
。
和
歌
は
一
首
二
～
四
行
書
き

だ
が
、
一
首
を
上
句
・
下
句
に
分
け
た
二
行
書
き
の
場
合
が
多
い
。
虫
損
等
は
少

な
く
、
保
存
状
態
は
良
好
で
あ
る
。

　
　
　
三
　『
山
下
水
』
と
の
比
較
に
よ
る
『
詞
林
翹
楚
』
の
構
成
の
検
討

『
詞
林
翹
楚
』
の
内
容
検
討
と
し
て
、
収
載
さ
れ
た
和
歌
の
出
典
を
示
し
、
構

成
上
の
特
徴
を
考
察
す
る
。
そ
の
際
、
前
稿
に
お
い
て
整
理
し
た
『
山
下
水
』
の

構
成
と
の
比
較
を
行
う
こ
と
で
、
両
者
の
関
係
を
検
討
す
る
。
左
表
の
「
構
成
」

欄
に
は
、
構
成
上
の
ま
と
ま
り
を
表
す
語
句
を
私
に
記
し
た
。

『
詞
林
翹
楚
』
の
示
す
作
者
名

出
　
　
典

構
　
　
成

『
山
下
水
』
の
示
す
作
者
名

出
　
　
典

構
　
　
成

（　

陽
神 

伊
弉
諾
尊

（　

陰
神�

伊
弉
開
（
マ
マ
）尊

（　
下
照
姫

（　

―

（　

素
戔
嗚
み
こ
と

（　

王
仁

（　

う
ね
め

21
　
衣
通
郎
姫

（（　

文
武
天
皇

⑭　

柿
本
人
ま
ろ

（（　

山
邊
赤
人

⑯　

僧
正
遍
昭

（（　

在
原
業
平
朝
臣

⑱　

文
屋
康
秀

（（　

喜
撰
法
師

⑳　

小
野
小
町

（（　

大
伴
黒
主

日
本
書
紀
巻
第
一

日
本
書
紀
巻
第
一

日
本
書
紀
巻
第
二

日
本
書
紀
巻
第
二

古
今
仮
名
序

古
今
仮
名
序

古
今
仮
名
序

古
今
仮
名
序
（
墨
滅
歌
・
一
一
一
〇
）

古
今
仮
名
序
（
秋
下
・
二
八
三
）

古
今
・
秋
下
・
二
八
四

古
今
仮
名
序
（
万
葉
・
九
一
九
）

古
今
仮
名
序
（
春
上
・
二
七
）

古
今
仮
名
序
（
恋
五
・
七
四
七
）

古
今
仮
名
序
（
秋
下
・
二
四
九
）

古
今
仮
名
序
（
雑
下
・
九
八
三
）

古
今
・
春
下
・
一
一
三

古
今
仮
名
序
（
雑
上
・
八
九
九
）

和
歌
の
始
め

和
歌
の
始
め

和
歌
の
始
め

和
歌
の
始
め

和
歌
の
始
め

歌
の
父
母

歌
の
父
母

小
町
の
流
れ

和
歌
普
及
の
始
め

二
聖

二
聖

六
歌
仙

六
歌
仙

六
歌
仙

六
歌
仙

六
歌
仙

六
歌
仙

（　

男
神

（　

女
神

（　

し
た
て
る
媛

（　

ま
た
（
し
た
て
る
媛
）

（　

す
さ
の
を
の
み
こ
と

（　

王
仁

（　

う
ね
め

《
（
》
（　

―

（　

―

（0　

―

（（　

―

（（　

―

（（　

な
ら
の
み
か
と

（（　

柿
本
人
丸

（（　

山
邊
赤
人

（（　

僧
正
遍
昭

（（　

在
原
業
平

（（　

文
屋
康
秀

（（　

喜
撰
法
師

（0　

小
野
小
町

21
　
そ
と
お
り
媛

（（　

大
伴
黒
主

日
本
書
紀
巻
第
一

日
本
書
紀
巻
第
一

日
本
書
紀
巻
第
二

日
本
書
紀
巻
第
二

古
今
仮
名
序

古
今
仮
名
序

古
今
仮
名
序

《
古
今
仮
名
序
》

古
今
仮
名
序

古
今
仮
名
序

古
今
仮
名
序

古
今
仮
名
序

古
今
仮
名
序

古
今
仮
名
序
（
秋
下
・
二
八
三
）

古
今
仮
名
序
（
羇
旅
・
四
〇
九
）

古
今
仮
名
序
（
万
葉
・
九
一
九
）

古
今
仮
名
序
（
夏
・
一
六
五
）

古
今
仮
名
序
（
恋
五
・
七
四
七
）

古
今
・
春
上
・
八

古
今
仮
名
序
（
雑
下
・
九
八
三
）

古
今
仮
名
序
（
恋
五
・
七
九
七
）

古
今
仮
名
序
（
墨
滅
歌
・
一
一
一
〇
）

古
今
仮
名
序
（
雑
上
・
八
九
九
）

和
歌
の
始
め

和
歌
の
始
め

和
歌
の
始
め

和
歌
の
始
め

和
歌
の
始
め

歌
の
父
母
・
六
義

歌
の
父
母

《
六
義（
ひ
と
つ
）》

六
義
（
ふ
た
つ
）

六
義
（
み
つ
）

六
義
（
よ
つ
）

六
義
（
い
つ
ゝ
）

六
義
（
む
つ
）

和
歌
普
及
の
始
め

二
聖

二
聖

六
歌
仙

六
歌
仙

六
歌
仙

六
歌
仙

六
歌
仙

小
町
の
流
れ

六
歌
仙

二
一

佐
太
神
社
蔵
『
詞
林
翹
楚
』
に
つ
い
て 
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48　

讀
人
不
知 

延
喜

㉓　

き
の
友
則

（（　

紀
貫
之

（（　

凡
河
内
躬
恒

（（　
（
※
脱
落
か
）

㉖　
た
ゝ
み
ね

（（　

在
原
元
方

（（　

つ
ら
ゆ
き

49　

よ
み
ひ
と
し
ら
す

（（　
（
よ
み
ひ
と
し
ら
す
）

（0　
（
よ
み
ひ
と
し
ら
す
）

（（　

な
り
ひ
ら

（（　

と
も
の
り

（（　

清
原
ふ
か
や
ふ

（（　

高
向
利
春

（（　

讀
ひ
と
し
ら
す 

天
神

三
輪

（0　
（
讀
ひ
と
し
ら
す
）

　《
き
せ
ん
》

（（　

よ
み
人
し
ら
す

（（　

吉
峯
宗
貞

（（　

二
條

（（　

讀
ひ
と
し
ら
す

（（　
（
讀
ひ
と
し
ら
す
）

（（　
（
讀
ひ
と
し
ら
す
）

35
　（
讀
ひ
と
し
ら
す
）

38
　（
讀
ひ
と
し
ら
す
）

50　

す
か
は
ら
の
朝
臣

（（　

藤
原
敏
行
朝
臣

古
今
・
冬
・
三
一
四
（
巻
頭
歌
）

古
今
・
恋
五
・
八
二
七

古
今
・
離
別
・
四
〇
四

（
※
脱
落
か
）

古
今
・
恋
三
・
六
二
五

古
今
・
春
上
・
一
一

古
今
・
春
上
・
一

古
今
・
春
上
・
二

古
今
・
春
上
・
二
八

古
今
・
春
上
・
二
九

古
今
・
秋
上
・
二
〇
八

古
今
・
羈
旅
・
四
一
一

古
今
・
物
名
・
四
三
一

古
今
・
物
名
・
四
四
九

古
今
・
物
名
・
四
五
〇

古
今
・
雑
下
・
九
八
一

古
今
・
雑
下
・
九
八
二

《
古
今
・
雑
下
・
九
八
三
》

古
今
・
雑
下
・
九
八
四

古
今
・
雑
下
・
九
八
五

古
今
・
雑
下
・
九
八
六

古
今
・
雑
下
・
九
八
七

古
今
・
雑
下
・
九
八
八

古
今
・
雑
下
・
九
八
九

古
今
・
恋
一
・
四
六
九

古
今
・
恋
五
・
八
二
八

古
今
・
秋
下
・
二
七
二

古
今
・
東
歌
・
一
一
〇
〇

※
撰
集
下
命
者
か

古
今
集
撰
者

古
今
集
撰
者

古
今
集
撰
者

古
今
集
撰
者

古
今
集
撰
者

古
今
巻
頭
歌

古
今
巻
頭
歌

三
鳥

三
鳥

三
鳥

三
鳥

三
木

三
木

三
木

〈
連
続
〉

〈
連
続
〉

《
連
続
》

〈
連
続
〉

〈
連
続
〉

〈
連
続
〉

〈
連
続
〉

〈
連
続
〉

〈
連
続
〉

恋
一
巻
頭
歌

恋
五
巻
軸
歌

※
未
詳

古
今
巻
軸
歌

（（　

紀
友
則

（（　

貫
之

（（　

み
つ
ね

（（　

忠
峯

（（　

元
方

（（　

つ
ら
ゆ
き

（（　

よ
み
ひ
と
し
ら
す

（0　
（
よ
み
ひ
と
し
ら
す
）

（（　

業
平
朝
臣

（（　

紀
の
と
も
の
り

（（　

ふ
か
や
ふ

（（　

と
し
は
る

35
　
讀
ひ
と
し
ら
す

（（　
（
讀
ひ
と
し
ら
す
）

（（　
（
讀
ひ
と
し
ら
す
）

38
　（
讀
ひ
と
し
ら
す
）

　《
喜
せ
ん
法
師
》

（（　

よ
み
ひ
と
し
ら
す

（0　
（
よ
み
ひ
と
し
ら
す
）

（（　
（
よ
み
ひ
と
し
ら
す
）

（（　

良
峯
宗
貞

（（　

二
条

（（　

よ
み
人
し
ら
す

（（　
（
よ
み
人
し
ら
す
）

（（　
（
よ
み
人
し
ら
す
）

（（　

藤
原
敏
行
朝
臣

古
今
・
春
上
・
一
三

古
今
・
離
別
・
四
〇
四

古
今
・
春
上
・
四
一

古
今
・
恋
三
・
六
二
五

古
今
・
春
上
・
一

古
今
・
春
上
・
二

古
今
・
春
上
・
二
九

古
今
・
秋
上
・
二
〇
八

古
今
・
羈
旅
・
四
一
一

古
今
・
物
名
・
四
三
一

古
今
・
物
名
・
四
四
九

古
今
・
物
名
・
四
五
〇

古
今
・
恋
一
・
四
六
九

古
今
・
恋
一
・
五
四
四

古
今
・
恋
三
・
六
三
四

古
今
・
恋
五
・
八
二
八

《
古
今
・
雑
下
・
九
八
三
》

古
今
・
雑
下
・
九
八
一

古
今
・
雑
下
・
九
八
二

古
今
・
雑
下
・
九
八
四

古
今
・
雑
下
・
九
八
五

古
今
・
雑
下
・
九
八
六

古
今
・
雑
下
・
九
八
七

古
今
・
雑
下
・
九
八
八

古
今
・
雑
下
・
九
八
九

古
今
・
東
歌
・
一
一
〇
〇

古
今
集
撰
者

古
今
集
撰
者

古
今
集
撰
者

古
今
集
撰
者

古
今
巻
頭
歌

古
今
巻
頭
歌

三
鳥

三
鳥

三
鳥

三
木

三
木

三
木

序
詞
・
掛
詞

序
詞
・
掛
詞

序
詞
・
掛
詞

序
詞
・
掛
詞

《
連
続
》

〈
連
続
〉

〈
連
続
〉

〈
連
続
〉

〈
連
続
〉

〈
連
続
〉

〈
連
続
〉

〈
連
続
〉

〈
連
続
〉

古
今
巻
軸
歌

二
二

佐
太
神
社
蔵
『
詞
林
翹
楚
』
に
つ
い
て 

―
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全
体
的
に
前
半
・
後
半
の
二
部
構
成
に
な
っ
て
い
る
点
は
、『
詞
林
翹
楚
』『
山

下
水
』
の
双
方
と
も
同
じ
で
あ
る
。
冒
頭
か
ら
、
和
歌
の
起
源
を
語
る
『
古
今
和

歌
集
』
仮
名
序
の
順
に
基
づ
き
、『
日
本
書
紀
』
な
ど
に
み
え
る
伊
奘
諾
尊
（
１
）・

伊
奘
冉
尊
（
２
）・
下
照
姫
（
３
・
４
）・
素
戔
嗚
尊
（
５
）
の
歌
が
置
か
れ
、「
歌

の
父
母
」
と
さ
れ
る
王
仁
（
６
）・
采
女
（
７
）
の
歌
ま
で
続
く
。『
山
下
水
』
で

は
こ
の
後
に
仮
名
序
に
従
っ
て
六
義
の
歌
（
６
・
８
～
（（
）
が
配
さ
れ
る
が
、『
詞

林
翹
楚
』
に
は
こ
の
歌
群
が
み
ら
れ
な
い
。

そ
し
て
和
歌
普
及
の
始
め
と
さ
れ
る
「
な
ら
の
帝
」
の
歌
（
（（
）、人
麻
呂
（
（（
）・

赤
人
（
（（
）
の
「
二
聖
」
の
歌
、
遍
昭
（
（（
）・
業
平
（
（（
）・
康
秀
（
（（
）・
喜

撰
（
（（
）・
小
町
（
（0
）・
黒
主
（
（（
）
の
「
六
歌
仙
」
の
歌
、
友
則
（
（（
）・
貫

之
（
（（
）・
躬
恒
（
（（
）・
忠
岑
（
（（
）
の
「
古
今
集
撰
者
」
の
歌
と
続
く
前
半
の

構
成
の
大
枠
は
両
者
と
も
一
致
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
同
じ
歌
で
あ
っ
て
も
配

列
や
作
者
名
表
記
が
異
な
っ
た
り
（
21
・
（（
）、
同
じ
歌
人
で
も
別
の
歌
が
収
載

さ
れ
て
い
た
り
（
⑭
・
⑯
・
⑱
・
⑳
・
㉓
・
㉖
）、
さ
ら
に
は
『
詞
林
翹
楚
』
に

の
み
収
載
さ
れ
る
独
自
歌
が
あ
っ
た
り
（
48
）
す
る
な
ど
、
こ
の
部
分
に
は
少
な

か
ら
ぬ
異
同
が
認
め
ら
れ
る
。

『
詞
林
翹
楚
』
に
お
い
て
は
、『
山
下
水
』
で
小
町
歌
（
（0
）
の
後
に
位
置
す
る

衣
通
郎
姫
歌
（
21
）
が
采
女
歌
（
７
）
の
次
に
み
ら
れ
る
。「
小
町
の
流
れ
」
と

し
て
仮
名
序
古
注
に
記
さ
れ
る
順
に
基
づ
く
な
ら
ば
、『
山
下
水
』
の
配
列
の
ほ

う
が
妥
当
で
あ
る
。
ま
た
、
（（
番
歌
の
作
者
を
『
詞
林
翹
楚
』
は
「
文
武
天
皇
」

と
す
る
。「
な
ら
の
帝
」
を
ど
の
天
皇
に
比
定
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
聖
武
天
皇

説
（
俊
成
な
ど
）、
平
城
天
皇
説
（
顕
昭
な
ど
）、
文
武
天
皇
説
（
定
家
な
ど
）
な

ど
複
数
の
説
が
存
す
る
が
、『
山
下
水
』
で
は
い
ず
れ
か
の
立
場
を
取
る
こ
と
な

く
仮
名
序
古
注
の
表
記
と
す
る
。
そ
し
て
、人
麻
呂（
⑭
）・
遍
昭（
⑯
）・
康
秀（
⑱
）・

小
町
（
⑳
）・
友
則
（
㉓
）・
忠
岑
（
㉖
）
に
つ
い
て
は
、『
詞
林
翹
楚
』
と
『
山

下
水
』
と
で
は
異
な
る
歌
が
収
載
さ
れ
て
い
る
（
こ
の
う
ち
⑯
・
⑱
番
歌
は
、
詞

書
の
異
同
も
収
載
歌
の
違
い
に
対
応
し
て
い
る
）。
こ
の
場
合
は
、
ど
ち
ら
か
が

仮
名
序
古
注
に
お
い
て
掲
出
さ
れ
る
歌
に
あ
わ
せ
て
統
一
し
て
い
る
と
は
認
め
ら

れ
な
い
（
㉖
番
歌
の
書
き
入
れ
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、『
詞
林
翹
楚
』
に
お
い

て
躬
恒
歌
（
（（
）
お
よ
び
「
忠
岑
」
の
作
者
名
表
記
が
記
さ
れ
な
い
の
は
脱
落
に

よ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
）。
さ
ら
に
、
六
歌
仙
と
古
今
集
撰
者
の
歌
の
間
に
、『
詞

林
翹
楚
』
に
の
み
み
ら
れ
る
歌
が
あ
る
（
48
）。「
讀
人
不
知�

延
喜
」
と
い
う
注
記

を
勘
案
す
れ
ば
、「
延
喜
」
す
な
わ
ち
撰
集
下
命
者
で
あ
る
醍
醐
天
皇
の
歌
を
、

撰
者
の
歌
の
前
に
配
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、『
古
今
和
歌
集
』
諸
本
で
「
よ

み
人
し
ら
ず
」
と
あ
る
当
該
歌
を
醍
醐
天
皇
の
作
と
す
る
説
は
現
在
ま
で
に
見
出

し
得
て
い
な
い
。

後
半
部
分
で
も
、
（（
・
（（
番
歌
の
『
古
今
和
歌
集
』
巻
頭
歌
と
（（
番
歌
の
巻
軸

歌
に
は
さ
ま
れ
る
形
で
、
お
お
よ
そ
三
群
の
ま
と
ま
り
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
構

成
の
大
枠
は
一
致
し
て
い
る
。
た
だ
し
、『
詞
林
翹
楚
』
も
し
く
は
『
山
下
水
』

に
の
み
収
載
さ
れ
る
歌
が
あ
っ
た
り
（
49
・
50
）、
配
列
の
異
な
り
が
あ
っ
た
り

（
35
・
38
）
す
る
な
ど
、
こ
の
部
分
に
も
多
少
の
異
同
が
認
め
ら
れ
る
。

前
稿
に
お
い
て
『
山
下
水
』
の
構
成
を
整
理
し
た
際
に
は
、
①
（（
～
（（
番
歌
・

（（
～
（（
番
歌
が
古
今
伝
授
の
主
要
項
目
の
一
つ
で
あ
る
三
鳥
・
三
木
の
歌
で
あ
り
、

②
（（
～
（（
番
歌
が
序
詞
・
掛
詞
の
例
、
③
（（
～
（（
番
歌
が
『
古
今
和
歌
集
』
雑
下

に
連
続
し
て
所
収
さ
れ
る
歌
で
あ
る
と
し
た
。『
詞
林
翹
楚
』
に
は
、
①
歌
群
の

前
に「
百
千
鳥
」を
詠
ん
だ
独
自
歌
が
存
す
る（
49
）。
古
今
伝
授
に
お
い
て「
三
鳥
」

が
ど
の
鳥
を
指
す
か
に
つ
い
て
は
複
数
の
説
が
あ
り
、「
呼
子
鳥
」（
（（
）「
稲
負
鳥
」

（
（0
）
の
ほ
か
、「
百
千
鳥
」
で
は
な
く
「
都
鳥
」（
（（
）
と
す
る
場
合
も
あ
る
。『
詞

林
翹
楚
』
に
は
四
種
の
鳥
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、『
山
下
水
』
で
は
三
種
と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、『
山
下
水
』
で
②
序
詞
・
掛
詞
の
例
と
し
た
歌
群
が
『
詞
林

二
三

佐
太
神
社
蔵
『
詞
林
翹
楚
』
に
つ
い
て 
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翹
楚
』
に
は
み
ら
れ
な
い
が
、
こ
の
う
ち
35
・
38
番
歌
は
、
次
の
③
雑
下
の
連
続

歌
群
の
後
に
そ
れ
ぞ
れ
「
恋
巻
頭
」「
恋
巻
軸
」
と
い
う
傍
書
を
伴
っ
た
形
で
存

す
る
。
改
め
て
『
詞
林
翹
楚
』
の
傍
書
に
注
目
す
る
と
、
遍
昭
歌
（
⑯
）
に
「
六

歌
仙
」、
友
則
歌
（
㉓
）
に
「
撰
者
」、
古
今
巻
頭
歌
で
あ
る
（（
・
（（
番
歌
に
「
古�

巻
頭
」「
今
」（
二
首
が
『
古
今
和
歌
集
』
の
巻
頭
歌
で
あ
る
こ
と
を
示
す
と
思
わ

れ
る
）、「
百
千
鳥
」（
49
）
に
「
三
鳥
秘
鳥
」、「
を
が
た
ま
の
木
」（
（（
）
に
「
三

種
神
器
」、
（（
番
歌
に
「
九
首
秘
哥
」、
喜
撰
法
師
の
「
わ
か
庵
は
」
歌
に
「
八
首

秘
哥
」、
古
今
巻
軸
歌
で
あ
る
（（
番
歌
に
「
一
部
巻
軸
」
と
あ
る
よ
う
に
、
書
き

入
れ
た
人
物
や
時
期
は
判
然
と
し
な
い
も
の
の
、
歌
群
の
ま
と
ま
り
を
示
そ
う
と

す
る
構
成
を
意
識
し
た
文
言
が
認
め
ら
れ
る
。ま
た
前
掲
の
（（
番
歌（
古
今
・
雑
下
・

九
八
三
）
を
指
し
て
「
喜
せ
ん
法
師
、
我
い
ほ
は
の
哥
は
前
に
見
え
た
り
」
と
す

る
注
記
は
、『
山
下
水
』
で
は
38
番
歌
と
（（
番
歌
の
間
に
み
ら
れ
る
が
、
（（
～
（（

番
歌
が
雑
下
・
九
八
一
～
九
八
九
の
連
続
歌
群
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、『
詞

林
翹
楚
』
の
よ
う
に
（0
番
歌
と
（（
番
歌
の
間
に
あ
っ
た
ほ
う
が
自
然
で
あ
る
。
た

だ
し
『
詞
林
翹
楚
』
の
み
に
み
ら
れ
る
50
番
歌
に
つ
い
て
は
、
こ
の
位
置
に
配
さ

れ
る
必
然
性
が
見
出
せ
な
い
。

こ
う
し
て
み
て
く
る
と
、
前
半
は
ほ
ぼ
『
古
今
和
歌
集
』
仮
名
序
に
基
づ
き
、

和
歌
の
始
め
や
代
表
的
歌
人
の
歌
で
構
成
し
、
後
半
は
巻
頭
・
巻
軸
歌
を
配
し
て

『
古
今
和
歌
集
』
全
体
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
解
釈
上
留
意
す
べ
き
歌
群
で
構
成

す
る
と
い
う
意
識
は
共
通
し
て
い
る
。
前
半
に
つ
い
て
は
、『
山
下
水
』
の
ほ
う

が
や
や
『
古
今
和
歌
集
』
仮
名
序
に
基
づ
く
度
合
い
が
高
い
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。

後
半
に
つ
い
て
は
、
配
列
の
必
然
性
・
理
由
付
け
が
合
理
的
に
解
釈
で
き
る
部
分

が『
詞
林
翹
楚
』『
山
下
水
』の
双
方
に
み
ら
れ
る
。
ま
た
本
稿
末
尾
の『
詞
林
翹
楚
』

の
〔
翻
刻
〕
お
よ
び
『
山
下
水
』
諸
本
と
の
【
校
合
結
果
】
に
示
す
よ
う
に
、
全

体
を
通
し
て
詞
書
・
左
注
が
詳
し
く
記
述
さ
れ
る
場
合
が
多
い
の
は
『
詞
林
翹
楚
』

で
あ
る
（
３
・
４
・５
・７
・
（（
・
（（
・
（（
・
（0
な
ど
）。

し
た
が
っ
て
、
松
平
綱
隆
撰
に
よ
る
両
者
の
う
ち
、『
詞
林
翹
楚
』
に
草
稿
的

な
要
素
を
多
く
認
め
る
な
ら
ば
「
原
本
の
可
能
性
」
を
指
摘
す
る
こ
と
も
可
能
で

あ
る
が
、
現
段
階
で
は
『
詞
林
翹
楚
』
か
ら
『
山
下
水
』
へ
の
改
訂
と
い
う
流
れ

を
決
定
づ
け
る
に
は
根
拠
に
乏
し
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
　
　
お
わ
り
に

『
詞
林
翹
楚
』
と
『
山
下
水
』
と
の
比
較
検
討
を
通
し
て
、「
原
本
の
可
能
性
」

を
含
め
た
位
置
付
け
を
図
る
こ
と
を
目
指
し
た
も
の
の
、
現
段
階
で
は
確
定
的
な

見
通
し
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
調
査
し
た
三
本
の
『
山
下
水
』
に
共
通

し
て
み
ら
れ
る
跋
文
な
ど
は
、
延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）
の
綱
隆
没
後
に
養
法
院

が
記
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
ち
ら
が
最
終
的
な
形
態
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で

は
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
前
の
『
古
今
和
歌
集
』
か
ら
の
撰
歌
部
分
の
異
同
に

つ
い
て
は
、
綱
隆
自
身
に
よ
る
推
敲
と
み
る
べ
き
か
、
養
法
院
な
ど
の
別
人
に
よ

る
改
訂
と
み
る
べ
き
か
に
つ
い
て
も
確
定
し
が
た
い
。

今
後
調
査
す
べ
き
は
、松
平
綱
隆
筆
と
さ
れ
る『
山
下
水
』（
千
手
院
蔵
）で
あ
る
。

本
文
の
異
同
、
跋
文
の
有
無
な
ど
を
確
認
す
る
こ
と
で
、『
詞
林
翹
楚
』
と
の
関

係
を
考
え
る
根
拠
を
見
出
し
う
る
可
能
性
が
あ
る
。
引
き
続
き
江
戸
初
期
松
江
藩

主
周
辺
の
和
歌
事
蹟
に
つ
い
て
の
調
査
・
考
察
を
進
め
て
い
き
た
い
。

〔
注
〕

（
１
）
拙
稿
「
河
本
家
稽
古
有
文
館
蔵
『
山
下
水
』
に
つ
い
て
―
江
戸
初
期
松
江
藩
主
周
辺

の
和
歌
事
蹟
―
」（『
古
代
中
世
国
文
学
』
（（　

平
成
（（
・
６
）、同
「
歌
集
『
山
下
水
』

を
め
ぐ
る
家
と
人
々
」（
ア
ジ
ア
遊
学
（（（
『
出
雲
文
化
圏
と
東
ア
ジ
ア
』
勉
誠
出
版

二
四

佐
太
神
社
蔵
『
詞
林
翹
楚
』
に
つ
い
て 
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平
成
（（
・
７
）

（
２
）『
詞
林
翹
楚
』と
と
も
に
寄
進
状
に
そ
の
名
が
み
ら
れ
る「
古
歌
仙
短
冊
」に
つ
い
て
は
、

拙
稿
「
佐
太
神
社
蔵
『
古
哥
仙
』
に
つ
い
て
―
第
二
代
松
江
藩
主
側
室
「
養
法
院
」

の
和
歌
事
蹟
―
」（『
山
陰
研
究
』３　

平
成
（（
・
（（
）に
お
い
て
翻
刻
紹
介
を
行
っ
た
。

〔
付
記
〕
本
稿
は
、山
陰
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
山
陰
地
域
文
学
関
係
資
料
の
研
究
」

（
二
〇
一
六
～
一
八
年
度
、
代
表
・
野
本
瑠
美
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で

あ
る
。
資
料
の
閲
覧
・
複
写
を
ご
許
可
下
さ
っ
た
佐
太
神
社
、
鹿
島
歴
史
民

俗
資
料
館
ほ
か
関
係
各
位
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　〔
翻 

刻 

凡 

例
〕

一
、
翻
刻
に
際
し
て
は
、
底
本
に
忠
実
で
あ
る
こ
と
を
心
が
け
た
が
、
製
版
・
印
刷
上
の

都
合
と
通
読
の
便
宜
と
を
考
え
て
、
次
の
よ
う
な
方
針
に
従
っ
た
。

　

１　

底
本
の
変
体
仮
名
は
す
べ
て
現
行
の
字
体
に
改
め
た
。

　

２　

漢
字
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
だ
け
底
本
の
字
体
を
尊
重
し
て
、
印
字
可
能
な
範
囲

で
字
体
の
再
現
を
試
み
た
。
し
た
が
っ
て
、
一
つ
の
漢
字
に
関
し
て
、
い
わ
ゆ
る
新

字
体
・
旧
字
体
の
両
方
を
用
い
、
さ
ら
に
は
異
体
字
の
類
も
用
い
た
。
字
体
の
使
い

分
け
を
知
る
便
宜
の
た
め
で
あ
る
が
、
原
則
と
し
て
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
に
含
ま
れ
る
字
体

の
範
囲
に
限
っ
た
の
で
、
必
ず
し
も
厳
密
で
は
な
い
。

　

３　

読
み
易
さ
を
考
慮
し
て
、
読
点
を
施
し
た
。
ま
た
和
歌
に
は
通
し
番
号
を
付
し
た
。

な
お
こ
の
歌
番
号
は
、
前
稿
で
河
本
家
稽
古
有
文
館
蔵
『
山
下
水
』
の
翻
刻
を
行
っ

た
際
に
付
し
た
も
の
を
踏
襲
す
る
が
、『
詞
林
翹
楚
』
に
お
け
る
同
一
歌
人
の
別
歌
は

○
数
字
で
示
し
、
独
自
歌
三
首
に
は
48
～
50
の
番
号
を
新
た
に
付
し
た
。

　

４　

改
行
は
底
本
の
ま
ま
と
し
、
紙
の
継
ぎ
目
を�

」�

で
示
し
た
。
た
だ
し
、
継
ぎ
目
の

上
に
墨
書
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。

　

５　

本
文
に
疑
問
が
あ
り
、
誤
字
・
脱
字
と
考
え
ら
れ
る
場
合
は
、
右
傍
に
（
マ
マ
）

と
注
記
し
た
。

　

６　

小
字
ま
た
は
割
書
で
書
か
れ
た
部
分
は
、
読
み
易
さ
を
考
慮
し
て
、
や
や
ポ
イ
ン

ト
を
下
げ
た
文
字
で
表
示
し
た
。

　
　
　〔
翻 

刻
〕

　
　
　
　
　
　

詞�

林�

翹�

楚

　
　
　

國
の
柱
を
め
く
り
て

　
　
　
　
　
　
　
　

陽
神 

伊
弉
諾
尊

１　

あ
な
う
れ
し
や
う
ま
し
お
と
め
に

　
　

あ
ひ
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　

陰
神 
伊
弉
開
（
マ
マ
）尊

２　

あ
な
う
れ
し
や
う
ま
し
お
と
こ
に

　
　

あ
ひ
ぬ

　
　
　

喪
に
つ
と
へ
る
人
に
う
た
は
し
む
下
照
姫

３　

あ
も
な
る
や　
　

お
と
た
な
は
た
の

　
　

う
な
か
せ
る　
　

玉
の
み
す
ま
る
の

　
　

あ
な
玉
は
や
み　

た
に
ふ
た
わ
た
ら
す

　
　

あ
ち
す
き
た
か
ひ
こ
ね

４　

あ
ま
さ
か
る
ひ
な
つ
め
の　

ゑ
わ
た
ら
す
せ
と
」

　
　

い
し
川
か
た
ふ
ち　

か
た
ふ
ち
に　

あ
み

　
　

は
り
わ
た
し　

め
ろ
よ
し
に
よ
し（
マ
マ
）

　
　

石
川
か
た
渕

　
　
　

こ
の
二
哥
は
ひ
な
ふ
り
と
い
ふ

　
　
　

出
雲
の
國
に
宮
つ
く
り
し
給
ふ
時

　
　
　

に
、
そ
の
所
に
や
い
ろ
の
雲
の
た

二
五

佐
太
神
社
蔵
『
詞
林
翹
楚
』
に
つ
い
て 

―
江
戸
初
期
松
江
藩
主
周
辺
の
和
歌
事
蹟
―
（
山
﨑
真
克
）

－ 98 －



　
　
　

つ
を
見
て

　
　
　
　
　
　
　
　

素
戔
嗚
み
こ
と

５　

八
雲
た
つ
い
つ
も
や
重
か
き
つ
ま
こ
め
に

　
　

や
へ
か
き
つ
く
る
そ
の
や
え
垣
を

　
　
　

み
そ
も
し
あ
ま
り
ひ
と
も
し
の
初
也

　
　
　

お
ほ
さ
ゝ
き
の
み
か
と
の
難
波
津
に

　
　
　

て
み
こ
と
聞
え
け
る
時
、
東
宮
を
た

　
　
　

か
ひ
に
ゆ
つ
り
て
位
に
つ
き
た
ま
は
て

　
　
　

三
年
に
な
り
に
け
れ
は

　
　
　
　
　
　
　
　

王
仁

６　

難
波
つ
に
さ
く
や
こ
の
花
冬
こ
も
り

　
　

い
ま
は
春
へ
と
さ
く
や
こ
の
は
な

　
　
　

か
つ
ら
き
の
お
ほ
き
み
を
み
ち
の
お
」

　
　
　

く
へ
つ
か
は
し
た
り
け
る
時
、
國
の
つ

　
　
　

か
さ
こ
と
お
ろ
そ
か
な
り
と
て
ま
う

　
　
　

け
な
と
し
た
り
け
れ
と
す
さ
ま

　
　
　

し
か
り
け
れ
は
、
か
は
ら
け
と
り
て

　
　
　

よ
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　

う
ね
め

７　

あ
さ
か
山
か
け
さ
へ
み
ゆ
る
山
の
井
の

　
　

あ
さ
く
は
ひ
と
を
お
も
ふ
物
か
は

　
　
　
　

又
淺
き
こ
ゝ
ろ
を
わ
か
お
も
は
な
く

　
　
　
　

に
、
是
に
て
お
ほ
き
み
の
心
と

　
　
　
　

け
に
け
る
、
此
二
哥
は
歌
の
父
母

　
　
　
　

の
や
う
に
て
そ
手
な
ら
ふ
人
の

　
　
　
　

は
し
め
に
も
し
け
る

　
　
　

み
か
と
を
こ
ひ
た
て
ま
つ
り
て

　
　
　
　
　
　
　
　

衣
通
郎
姫

21　

我
せ
こ
か
来
へ
き
よ
ひ
な
り
さ
ゝ
か
に
の

　
　

く
も
の
ふ
る
ま
ひ
か
ね
て
し
る
し
も

　
　
　
　

又
く
も
の
お
こ
な
ひ
こ
よ
ひ
し
る
し
も
」

　
　
　

題
し
ら
す　

文
武
天
皇

（（　

龍
田
川
紅
葉
み
た
れ
て
な
か
る
め
り

　
　

わ
た
ら
は
に
し
き
中
や
た
え
南

　
　
　
　
　
　
　
　

柿
本
人
ま
ろ

⑭　

た
つ
た
河
紅
葉
ゝ
な
か
る
神
な
み
の

　
　

み
む
ろ
の
や
ま
に
時
雨
ふ
る
ら
し

　
　
　
　
　
　
　
　

山
邊
赤
人

（（　

和
哥
の
浦
に
し
ほ
み
ち
く
れ
は
か
た
を
波

　
　

あ
し
へ
を
さ
し
て
た
つ
鳴
わ
た
る

　
　
　

西
大
寺
の
ほ
と
り
の
柳
を
よ
め
る

　
六
歌
仙�

僧
正
遍
昭

⑯　

あ
さ
み
と
り
糸
よ
り
か
け
て
白
露

　
　

を
玉
に
も
ぬ
け
る
春
の
や
な
き
か

　
　
　

五
條
の
き
さ
い
の
宮
の
に
し
の
た
い

　
　
　

に
す
み
け
る
人
に
ほ
い
に
は
あ
ら
て

　
　
　

物
い
ひ
わ
た
り
け
る
を
、
む
月
の

　
　
　

十
一
日
に
な
ん
ほ
か
へ
か
く
れ
に
け
り
、

　
　
　

あ
り
所
は
聞
け
れ
と
え
物
も
い

　
　
　

は
て
、
又
の
年
の
春
、
桜
の
花
さ
」

　
　
　

か
り
に
月
の
お
も
し
ろ
か
り
け
る

　
　
　

夜
、
こ
そ
を
恋
て
か
の
に
し
の
た
い
に

　
　
　

い
き
て
、
つ
き
の
か
た
ふ
く
ま
て
あ

　
　
　

は
ら
な
る
い
た
し
き
に
ふ
せ
り
て

　
　
　

よ
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　

在
原
業
平
朝
臣

（（　

月
や
あ
ら
ぬ
春
や
昔
の
春
な
ら
ぬ

　
　

わ
か
身
ひ
と
つ
は
も
と
の
み
に
し
て

　
　
　

是
貞
の
み
こ
の
家
の
哥
合
の
哥

　
　
　
　
　
　
　
　

文
屋
康
秀

⑱　

吹
か
ら
に
野
邊
の
く
さ
木
の
し
ほ
る
れ
は

　
　

む
へ
や
ま
風
を
あ
ら
し
と
い
ふ
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

喜
撰
法
師

（（　

わ
か
庵
は
都
の
た
つ
み
し
か
そ
す
む

　
　

よ
を
う
ち
や
ま
と
人
は
い
ふ
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　

小
野
小
町

⑳　

花
の
色
は
う
つ
り
に
け
り
な
い
た
つ
ら
に

　
　

わ
か
み
世
に
ふ
る
な
か
め
せ
し
ま
に
」

　
　
　
　
　
　
　
　

大
伴
黒
主

（（　

か
ゝ
み
山
い
さ
た
ち
よ
り
て
見
て
ゆ
か
ん

　
　

年
へ
ぬ
る
身
は
老
や
し
ぬ
る
と

　
　
　

題
不
知　
　

讀
人
不
知 

延
喜

48　

龍
た
河
に
し
き
を
り
か
く
神
無
月

　
　

し
く
れ
の
あ
め
を
た
て
ぬ
き
に
し
て

　
撰
者�

き
の
友
則

二
六

佐
太
神
社
蔵
『
詞
林
翹
楚
』
に
つ
い
て 
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㉓　

う
き
な
か
ら
け
ぬ
る
あ
わ
と
も
成
な
ゝ
ん

　
　

な
か
れ
て
と
た
に
頼
れ
ぬ
身
は

　
　
　
　
　
　
　
　

紀
貫
之

（（　

結
ふ
手
の
し
つ
く
に
に
こ
る
山
の
井
の

　
　

あ
か
て
も
人
に
わ
か
れ
ぬ
る
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　

凡
河
内
躬
恒

（（　

有
明
の
つ
れ
な
く
み
え
し
別
よ
り

　
　

あ
か
つ
き
は
か
り
う
き
も
の
は
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
た
ゝ
み
ね

㉖　
春
き
ぬ
と
人
は
い
へ
と
も
鶯
の
な
か
ぬ
か
き
り
は
あ
ら
し
と
そ
お
も
ふ

　
　
巻
頭　
　
　
　
　

在
原
元
方

（（
古�

と
し
の
内
に
春
は
き
に
け
り
ひ
と

　
　

と
せ
を
こ
そ
と
や
い
は
ん
こ
と
し
と
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
は
む
」

　
　
　

春
立
け
る
日
よ
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　

つ
ら
ゆ
き

（（
今�

袖
ひ
ち
て
む
す
ひ
し
水
の
こ
ほ

　
　

れ
る
を
春
立
け
ふ
の
風
や

　
三
鳥
秘
鳥�

と
く
ら
む

　
　
　

題
し
ら
す　

よ
み
ひ
と
し
ら
す

49　

百
千
鳥
さ
え
つ
る
春
は
も
の
こ
と
に

　
　

あ
ら
た
ま
れ
と
も
我
そ
ふ
り
ゆ
く

（（　

遠
近
の
た
つ
き
も
し
ら
ぬ
山
中
に

　
　

お
ほ
つ
か
な
く
も
よ
ふ
こ
鳥
か
な

（0　

我
か
門
に
い
な
お
ほ
せ
鳥
の
鳴
な
へ
に

　
　

け
さ
吹
風
に
か
り
は
来
に
け
り

　
　
　

む
さ
し
の
國
と
し
も
つ
ふ
さ
の
國
と

　
　
　

の
中
に
有
角
田
河
の
ほ
と
り
に

　
　
　

い
た
り
て
都
の
い
と
恋
し
う
お

　
　
　

ほ
え
け
れ
は
、
し
は
し
川
の
ほ
と
り
に

　
　
　

お
り
ゐ
て
、
思
ひ
や
れ
は
か
き

　
　
　

り
な
く
遠
く
も
き
に
け
る
か
な

　
　
　

と
お
も
ひ
わ
ひ
て
な
か
め
を
る
」

　
　
　

に
、
わ
た
し
守
は
や
舟
に
の
れ
日

　
　
　

く
れ
ぬ
と
い
ひ
け
れ
は
ふ
ね
に

　
　
　

の
り
て
わ
た
ら
ん
と
す
る
に
、

　
　
　

み
な
人
物
わ
ひ
し
く
て
京
に
思

　
　
　

人
な
く
し
も
あ
ら
す
、
さ
る
お

　
　
　

り
に
し
ろ
き
鳥
の
は
し
と

　
　
　

あ
し
と
あ
か
き
川
の
ほ
と
り
に

　
　
　

あ
そ
ひ
け
り
、
京
に
は
見
え
ぬ
鳥

　
　
　

成
け
れ
は
み
な
人
み
し
ら
す
、
わ

　
　
　

た
し
守
に
是
は
何
と
り
そ
と
ゝ

　
　
　

ひ
け
れ
は
、
是
な
ん
み
や
こ
と
り

　
　
　

と
い
ひ
け
る
を
き
ゝ
て
讀
る

　
　
　
　
　
　
　
　

な
り
ひ
ら

（（　

名
に
し
お
は
ゝ
い
さ
こ
と
ゝ
は
ん
都
鳥

　
　

わ
か
お
も
ふ
ひ
と
は
あ
り
や
な
し
や
と

 

三
種
神
器 

を
か
た
ま
の
木　

と
も
の
り

（（　

み
よ
し
野
ゝ
吉
の
ゝ
瀧
に
う
か
ひ
出
る

　
　

あ
は
を
か
た
ま
の
き
ゆ
と
み
つ
ら
ん
」

　
　
　

か
は
な
く
さ　

清
原
ふ
か
や
ふ

（（　

う
は
た
ま
の
夢
に
な
に
か
は
な
く
さ
ま
ん

　
　

う
つ
ゝ
に
た
に
も
あ
か
ぬ
こ
ゝ
ろ
を

　
　
　

さ
か
り
こ
け　

高
向
利
春

（（　

花
の
色
は
た
ゝ
ひ
と
さ
か
り
こ
け
れ
と
も

　
　

か
え
す
〳
〵
そ
露
は
そ
め
け
る

　
　
　

た
い
し
ら
す　

讀
ひ
と
し
ら
す�

天
神

三
輪

（（　

い九
首
秘
哥さ
こ
ゝ
に
我
世
は
へ
な
む
す
か
は
ら
や

　
　

ふ
し
み
の
さ
と
の
あ
れ
ま
く
も
を
し

（0　

我
い
ほ
は
み
わ
の
山
も
と
こ
ひ
し
く
は

　
　

と
ふ
ら
ひ
き
ま
せ
杦
た
て
る
か
と

　
　
　
　
　
　
　
　

き
せ
ん

　
　

 

わ八
首
秘
哥か
庵
の
哥
前
に
見
え
た
り

　
　
　

宇
治
山
の
僧
き
せ
ん
は
よ
め
る
哥

　
　
　

お
ほ
く
き
こ
え
ね
は
か
れ
こ
れ

　
　
　

を
か
よ
は
し
て
よ
く
し
ら
す
候

　
　
　
　
　
　
　
　

よ
み
人
し
ら
す

（（　

あ
れ
に
け
り
哀
い
く
よ
の
や
と
な
れ
や

　
　

す
み
け
ん
人
の
を
と
つ
れ
も
せ
ぬ
」

　
　
　

な
ら
へ
ま
か
り
け
る
時
に
、
あ
れ

　
　
　

た
る
家
に
女
の
琴
ひ
き
け
る
を

　
　
　

き
ゝ
て
よ
み
て
い
れ
た
り
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　

吉
峯
宗
貞

（（　

侘
人
の
住
へ
き
や
と
ゝ
見
る
な
へ
に

二
七

佐
太
神
社
蔵
『
詞
林
翹
楚
』
に
つ
い
て 

―
江
戸
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　【
校
合
結
果
】

（
詞
）
…
佐
太
神
社
蔵
『
詞
林
翹
楚
』（
年
次
未
詳
、
松
平
綱
隆
写
）

（
稽
）
…
稽
古
有
文
館
蔵
『
山
下
水
』（
元
禄
十
一
年
〈
一
六
九
八
〉
養
法
院
写
）

（
佐
）
…
佐
太
神
社
蔵
『
山
下
水
』（
宝
永
二
年
〈
一
七
〇
五
〉
養
法
院
写
）

（
書
）
…
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
山
下
水
』（
安
政
二
年
〈
一
八
五
五
〉
源
豊
泰
写
）

　

※
四
本
間
の
異
同
を
、
歌
番
号
ご
と
に
「
詞
書
」「
作
者
名
」「
和
歌
本
文
」「
左
注
」
に

分
け
て
示
し
た
。
四
本
の
う
ち
二
本
以
上
で
一
致
が
み
ら
れ
る
場
合
は
、
書
写
年
次

の
早
い
本
文
に
よ
っ
て
掲
出
し
た
。
な
お
、
漢
字
・
仮
名
の
使
い
分
け
、
仮
名
遣
い

の
相
違
は
異
同
と
し
て
掲
出
し
て
い
な
い
。

内
題　
　

詞�

林�

翹�

楚
（
詞
）
―
山�

下�

水
（
稽
・
佐
・
書
）

１
詞
書　

國
の
柱
を
め
く
り
て
（
詞
）
―
ふ
た
は
し
ら
の
か
み
く
に
の
み
は
し
ら

を
め
く
り
て
（
稽
・
佐
・
書
）

１
作
者　

陽
神 

伊
弉
諾
尊
（
詞
）
―
男
神
（
稽
・
佐
・
書
）

２
作
者　

陰
神 

伊
弉
開
（
マ
マ
）尊

（
詞
）
―
女
神
（
稽
・
佐
・
書
）

３
詞
書
・
作
者　

喪
に
つ
と
へ
る
人
に
う
た
は
し
む
下
照
姫
（
詞
）
―
し
た
て
る
媛

（
稽
・
佐
・
書
）

４
作
者　

ナ
シ
（
詞
）
―
ま
た
（
稽
・
佐
・
書
）

４
和
歌　

ナ
シ
（
詞
・
稽
・
佐
）
―
頭
注
「
ア
ミ
（
墨
）」（
書
）

４
和
歌　

あ
み
（
詞
・
稽
・
佐
）
―
網網（
書
）

４
和
歌　

め
ろ
よ
し
に
（
詞
・
稽
・
佐
）
―
め
ろ
よ
に
（
書
）

４
左
注　

こ
の
二
哥
は
ひ
な
ふ
り
と
い
ふ
（
詞
）
―
ナ
シ
（
稽
・
佐
・
書
）

５
詞
書　

出
雲
の
國
に
（
詞
）
―
す
さ
の
を
の
み
こ
と
、
女
と
す
み
給
は
む
と
て

出
雲
の
國
に
（
稽
・
佐
）
―
す
さ
の
を
の
み（
マ
マ
）と
、
女
と
す
み
給
は
む
と

て
出
雲
の
く
に
ゝ
（
書
）

５
詞
書　

所
（
詞
）
―
と
こ
ろ
（
稽
・
佐
）
―
前
（
書
）

　
　

な
け
き
く
は
ゝ
る
琴
の
ね
そ
す
る

　
　
　

は
つ
せ
に
ま
う
つ
る
道
に

　
　
　

な
ら
の
京
に
や
と
れ
る
と
き

　
　
　

よ
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　

二
條

（（　

人
ふ
る
す
さ
と
を
い
と
ひ
て
こ
し

　
　

か
と
も
な
ら
の
都
も
う
き
な
成
け
り

　
　
　

題
し
ら
す　

讀
ひ
と
し
ら
す

（（　

よ
の
中
は
い
つ
れ
か
さ
し
て
わ
か
な
ら
ん

　
　

ゆ
き
と
ま
る
を
そ
宿
と
さ
た
む
る

（（　

あ
ふ
坂
の
嵐
の
か
せ
は
さ
む
け
れ
と

　
　

行
ゑ
し
ら
ね
は
わ
ひ
つ
ゝ
そ
ぬ
る

（（　

風
の
う
へ
に
あ
り
か
さ
た
め
ぬ
塵
の
」

　
　

み
は
ゆ
く
ゑ
も
し
ら
す
成
にぬ

へ
ら
也

35　

ほ
恋
巻
頭

と
と
ゝ
す
鳴
や
五
月
の
あ
や
め
く
さ

　
　

あ
や
め
も
し
ら
ぬ
恋
も
す
る
哉

38　

な
恋
巻
軸

か
れ
て
は
妹
背
の
山
の
中
に
お
つ
る

　
　

吉
野
の
か
は
の
よ
し
や
よ
の
な
か

　
　
　

吹
上
の
は
ま
の
か
た
に
き
く
う

　
　
　

へ
た
り
け
る
を
讀
る

　
　
　
　
　
　
　
　

す
か
は
ら
の
朝
臣

50　

秋
風
の
吹
あ
け
に
た
て
る
し
ら
菊
は

　
　

は
な
か
あ
ら
ぬ
か
波
の
よ
す
る
か

　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
敏
行
朝
臣

（（　

ち
一
部
巻
軸は
や
ふ
る
賀
茂
の
社
の
ひ
め
こ

　
　

ま
つ
よ
ろ
つ
世
ふ
と
も
色
は
か
は
ら
し

ヒ

二
八

佐
太
神
社
蔵
『
詞
林
翹
楚
』
に
つ
い
て 
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５
詞
書　

見
て
（
詞
）
―
見
て
よ
め
る
（
稽
・
佐
・
書
）

５
左
注　

み
そ
も
し
あ
ま
り
ひ
と
も
し
の
初
也
（
詞
）
―
ナ
シ
（
稽
・
佐
・
書
）

６
詞
書　

聞
え
け
る
時
（
詞
）
―
き
こ
え
け
る
時
に
（
稽
・
佐
・
書
）

６
詞
書　

三
年
に
な
り
に
け
れ
は
（
詞
）
―
三
年
に
な
り
に
け
れ
は
、
王
仁
と
い

ふ
人
の
い
ふ
か
り
お
も
ひ
て
讀
て
た
て
ま
つ
り
け
る
（
稽
・
佐
・
書
）

７
詞
書　

つ
か
は
し
た
り
け
る
時（
詞
）―
つ
か
は
し
た
り
け
る
と
き
に（
稽
・
書
）

―
つ
か
は
し
た
り
け
る
に
（
佐
）

７
詞
書　

か
は
ら
け
と
り
て
（
詞
・
佐
・
書
）
―
う
ね
め
な
り
け
る
女
の
か
は
ら

け
と
り
て
（
稽
）

７
詞
書　

よ
め
る
（
詞
）
―
よ
め
る
な
り
、
こ
れ
に
そ
お
ほ
き
み
の
心
と
け
に
け

る
（
稽
・
佐
・
書
）

７
作
者　

う
ね
め
〈
本
行
〉（
詞
・
佐
・
書
）
―
う
ね
め
〈
行
間
補
入
〉（
稽
）

７
左
注　

又
淺
き
こ
ゝ
ろ
を
わ
か
お
も
は
な
く
に
、
是
に
て
お
ほ
き
み
の
心
と
け

に
け
る
、
此
二
哥
は
歌
の
父
母
の
や
う
に
て
そ
手
な
ら
ふ
人
の
は
し
め

に
も
し
け
る
（
詞
）
―
ナ
シ
（
稽
・
佐
・
書
）

８
詞
書
前　

ナ
シ
（
詞
）
―
ひ
と
つ
に
は
／
そ
へ
う
た
、
お
ほ
さ
ゝ
き
の
み
か
と

を
そ
へ
奉
れ
る
な
に
は
つ
の
哥
な
る
へ
し
（
稽
・
佐
・
書
）

８
詞
書　

ナ
シ
（
詞
）
―
ふ
た
つ
に
は
か
そ
へ
歌
（
稽
・
佐
・
書
）

８
和
歌　

ナ
シ
（
詞
）
―
さ
く
は
な
に
お
も
ひ
つ
く
み
の
あ
ち
き
な
さ
身
に
い
た

つ
き
の
ゐ
る
も
知
す
て
（
稽
・
佐
・
書
）

９
詞
書　

ナ
シ
（
詞
）
―
み
つ
に
は
な
す
ら
へ
う
た
（
稽
・
佐
・
書
）

９
和
歌　

ナ
シ
（
詞
）
―
君
に
け
さ
あ
し
た
の
霜
の
お
き
て
い
な
は
こ
ひ
し
き
こ

と
に
き
え
や
わ
た
ら
む
（
稽
・
佐
・
書
）

（0
詞
書　

ナ
シ
（
詞
）
―
よ
つ
に
は
た
と
へ
哥
（
稽
・
佐
・
書
）

（0
和
歌　

ナ
シ
（
詞
）
―
我
戀
は
よ
む
と
も
つ
き
し
あ
り
そ
海
の
は
ま
の
真
砂
は

讀
つ
く
す
と
も
（
稽
・
佐
・
書
）

（（
詞
書　

ナ
シ
（
詞
）
―
い
つ
ゝ
に
は
た
ゝ
こ
と
歌
（
稽
）
―
い
つ
ゝ
に
た
ゝ
こ

と
歌
（
佐
・
書
）

（（
和
歌　

ナ
シ
（
詞
）
―
い
つ
は
り
の
な
き
世
な
り
せ
は
い
か
は
か
り
人
の
こ
と

の
葉
う
れ
し
か
ら
ま
し
（
稽
・
佐
・
書
）

（（
詞
書　

ナ
シ
（
詞
）
―
む
つ
に
は
い
わ
ひ
う
た
（
稽
・
佐
・
書
）

（（
和
歌　

ナ
シ
（
詞
）
―
こ
の
と
の
は
む
へ
も
と
み
け
り
幸
種
の
み
つ
葉
よ
つ
は

に
と
の
つ
く
り
せ
り
（
稽
・
佐
）
―
こ
の
の
と
の
イ
は
む
へ
も
と
み
け
り
さ
き

く
さ
の
み
つ
は
よ
つ
葉
のニ

と
の
つ
く
り
せ
り
（
書
）

21
詞
書　

み
か
と
を
こ
ひ
た
て
ま
つ
り
て
（
詞
）
―
ナ
シ
（
稽
・
佐
・
書
）

21
作
者　

衣
通
郎
姫
（
詞
）
―
ナ
シ
（
稽
・
佐
・
書
）

21
和
歌　

我
せ
こ
か
来
へ
き
よ
ひ
な
り
さ
ゝ
か
に
の
く
も
の
ふ
る
ま
ひ
か
ね
て
し

る
し
も
（
詞
）
―
ナ
シ
（
稽
・
佐
・
書
）

21
左
注　

又
く
も
の
お
こ
な
ひ
こ
よ
ひ
し
る
し
も
（
詞
）
―
ナ
シ
（
稽
・
佐
・
書
）

（（
詞
書　

題
し
ら
す
（
詞
）
―
ナ
シ
（
稽
・
佐
・
書
）

（（
作
者　

文
武
天
皇
（
詞
）
―
な
ら
の
み
か
と
（
稽
・
佐
・
書
）

⑭
和
歌　

た
つ
た
河
紅
葉
ゝ
な
か
る
神
な
み
の
み
む
ろ
の
や
ま
に
時
雨
ふ
る
ら
し

（
詞
）
―
ほ
の
〳
〵
と
明
石
の
浦
の
朝
き
り
に
し
ま
か
く
れ
行
舟
お
し

そ
お
も
ふ
（
稽
・
佐
・
書
）

⑯
詞
書　

西
大
寺
の
ほ
と
り
の
柳
を
よ
め
る
（
詞
）
―
ナ
シ
（
稽
・
佐
・
書
）

（（
作
者　
六
歌
仙　

僧
正
遍
昭
（
詞
）
―
僧
正
遍
昭
（
稽
・
佐
・
書
）

⑯
和
歌　

あ
さ
み
と
り
糸
よ
り
か
け
て
白
露
を
玉
に
も
ぬ
け
る
春
の
や
な
き
か

（
詞
）
―
は
ち
す
葉
の
に
こ
り
に
し
ま
ぬ
心
も
て
な
に
か
は
露
を
玉
と

あ
さ
む
く
（
稽
・
佐
・
書
）

（（
詞
書　

五
條
の
き
さ
い
の
宮
の
に
し
の
た
い
に
す
み
け
る
人
に
ほ
い
に
は
あ
ら

〃

二
九

佐
太
神
社
蔵
『
詞
林
翹
楚
』
に
つ
い
て 

―
江
戸
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松
江
藩
主
周
辺
の
和
歌
事
蹟
―
（
山
﨑
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て
物
い
ひ
わ
た
り
け
る
を
、
む
月
の
十
一
日
に
な
ん
ほ
か
へ
か
く
れ
に

け
り
、
あ
り
所
は
聞
け
れ
と
え
物
も
い
は
て
、
又
の
年
の
春
、
桜
の
花

さ
か
り
に
月
の
お
も
し
ろ
か
り
け
る
夜
、
こ
そ
を
恋
て
か
の
に
し
の
た

い
に
い
き
て
、
つ
き
の
か
た
ふ
く
ま
て
あ
は
ら
な
る
い
た
し
き
に
ふ
せ

り
て
よ
め
る
（
詞
）
―
ナ
シ
（
稽
・
佐
・
書
）

（（
作
者　

在
原
業
平
朝
臣
（
詞
・
佐
）
―
在
原
業
平
（
稽
）
―
業
平
朝
臣
（
書
）

（（
和
歌　

月
や
あ
ら
ぬ
（
詞
・
佐
・
書
）
―
月
や
あ
ら
ん
（
稽
）

⑱
詞
書　

是
貞
の
み
こ
の
家
の
哥
合
の
哥
（
詞
）
―
二
条
の
后
の
東
宮
の
み
や
す

所
と
き
こ
ゑえ

け
る
時
、
正
月
三
日
お
ま
へ
に
め
し
て
お
ほ
せ
事
の
あ
る

あ
い
た
に
、
日
は
て
り
な
か
ら
雪
の
か
し
ら
に
か
ゝ
り
け
る
を
よ
ま
せ

給
ひ
け
る
（
稽
）
―
二
条
の
后
の
東
宮
の
み
や
す
所
と
き
こ
ゑ
け
る
時

に
、
正
月
三
日
お
前
に
め
し
て
お
ほ
せ
事
の
あ
る
あ
ひ
た
ニ
、
日
は
て

り
な
か
ら
雪
の
か
し
ら
に
か
ゝ
り
け
る
を
よ
ま
せ
給
け
る
（
佐
）
―
二

条
の
后
の
東
宮
の
み
や
す
所
と
き
こ
ゑ
け
る
時
に
、
正
月
三
日
お
ま
へ

に
め
し
て
お
ほ
せ
事
の
あ
る
あ
い
た
に
、
日
は
て
り
な
か
ら
雪
の
か
し

ら
に
か
ゝ
り
け
る
を
よ
ま
せ
給
ひ
け
る
（
書
）

⑱
和
歌　

吹
か
ら
に
野
邊
の
く
さ
木
の
し
ほ
る
れ
は
む
へ
や
ま
風
を
あ
ら
し
と
い

ふ
ら
ん
（
詞
）
―
春
の
日
の
ひ
か
り
に
あ
た
る
我
な
れ
と
か
し
ら
の
雪

と
な
る
そ
わ
ひ
し
き
（
稽
・
佐
・
書
）

（（
和
歌　

人
は
い
ふ
な
り
（
詞
・
稽
・
書
）
―
人
は
い
ふ
らな

りむ
（
佐
）

（0
作
者　

小
野
小
町
（
詞
・
稽
・
佐
）
―
小
町
（
書
）

⑳
和
歌　

花
の
色
は
う
つ
り
に
け
り
な
い
た
つ
ら
に
わ
か
み
世
に
ふ
る
な
か
め
せ

し
ま
に
（
詞
）
―
色
見
え
て
う
つ
ら
ふ
も
の
は
世
中
の
ひ
と
の
こ
ゝ
ろ

の
は
な
に
そ
あ
り
け
る
（
稽
・
佐
・
書
）

21
作
者　

ナ
シ
（
詞
）
―
そ
と
お
り
媛
（
稽
・
佐
・
書
）

21
和
歌　

ナ
シ
（
詞
）
―
わ
か
せ
こ
か
く
へ
き
よ
ひ
な
り
さ
ゝ
か
に
の
く
も
の
ふ

る
ま
ひ
か
ね
て
し
る
し
も
（
稽
・
佐
・
書
）

48
詞
書　

題
不
知
（
詞
）
―
ナ
シ
（
稽
・
佐
・
書
）

48
作
者　

讀
人
不
知 

延
喜
（
詞
）
―
ナ
シ
（
稽
・
佐
・
書
）

48
和
歌　

龍
た
河
に
し
き
を
り
か
く
神
無
月
し
く
れ
の
あ
め
を
た
て
ぬ
き
に
し
て

（
詞
）
―
ナ
シ
（
稽
・
佐
・
書
）

（（
作
者　
撰
者　

き
の
友
則
（
詞
）
―
紀
友
則
（
稽
・
佐
・
書
）

㉓
和
歌　

う
き
な
か
ら
け
ぬ
る
あ
わ
と
も
成
な
ゝ
ん
な
か
れ
て
と
た
に
頼
れ
ぬ
身

は
（
詞
）
―
花
の
香
を
風
の
た
よ
り
に
た
く
へ
て
そ
う
く
ひ
す
さ
そ
ふ

し
る
へ
に
は
や
る
（
稽
・
佐
・
書
）

（（
作
者　

紀
貫
之
（
詞
・
佐
）
―
貫
之
（
稽
・
書
）

（（
作
者　

凡
河
内
躬
恒
（
詞
・
佐
・
書
）
―
み
つ
ね
（
稽
）

（（
和
歌　

ナ
シ
（
詞
）
―
は
る
の
夜
の
や
み
は
あ
や
な
し
梅
の
花
色
こ
そ
見
え
ね

か
や
は
か
く
る
ゝ
（
稽
・
佐
・
書
）

（（
作
者　

ナ
シ
（
詞
）
―
忠
峯
（
稽
）
―
壬
生
忠
峯
（
佐
・
書
）

㉖
作
者　
た
ゝ
み
ね
（
詞
）
―
ナ
シ
（
稽
・
佐
・
書
）

㉖
和
歌　
春
き
ぬ
と
人
は
い
へ
と
も
鶯
の
な
か
ぬ
か
き
り
は
あ
ら
し
と
そ
お
も
ふ
（
詞
）
―
ナ
シ
（
稽
・
佐
・
書
）

（（
詞
書　

ナ
シ
（
詞
・
佐
・
書
）
―
春
立
け
る
日
よ
め
る
（
稽
）

（（
作
者　
古 

巻
頭 

在
原
元
方
（
詞
）
―
元
方
（
稽
）
―
在
原
元
方
（
佐
・
書
）

（（
詞
書　

春
立
け
る
日
よ
め
る
（
詞
）
―
ナ
シ
（
稽
・
佐
・
書
）

（（
作
者　
今 

つ
ら
ゆ
き
（
詞
）
―
つ
ら
ゆ
き
（
稽
・
佐
・
書
）

（（
和
歌　

む
す
ひ
し
水
の
こ
ほ
れ
る
を（
詞
・
書
）―
む
す
ひ
し
水
の
れ
る
を（
稽
）

―
む
す
ひ
し
水
の
こ
ほ
れ
る
は
（
佐
）

49
詞
書　
三
鳥
秘
鳥　

題
し
ら
す
（
詞
）
―
ナ
シ
（
稽
・
佐
・
書
）

49
作
者　

よ
み
ひ
と
し
ら
す
（
詞
）
―
ナ
シ
（
稽
・
佐
・
書
）

三
〇

佐
太
神
社
蔵
『
詞
林
翹
楚
』
に
つ
い
て 

―
江
戸
初
期
松
江
藩
主
周
辺
の
和
歌
事
蹟
―
（
山
﨑
真
克
）
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49
和
歌　

百
千
鳥
さ
え
つ
る
春
は
も
の
こ
と
に
あ
ら
た
ま
れ
と
も
我
そ
ふ
り
ゆ
く

（
詞
）
―
ナ
シ
（
稽
・
佐
・
書
）

（（
詞
書　

し
も
つ
ふ
さ
の
國
と
の
中
に
（
詞
・
佐
・
書
）
―
し
も
つ
ふ
さ
の
國
の

中
に
（
稽
）

（（
詞
書　

日
く
れ
ぬ
（
詞
）
―
日
も
く
れ
ぬ
（
稽
・
佐
・
書
）

（（
詞
書　

ふ
ね
に
の
り
て
（
詞
・
稽
・
佐
）
―
舟
に
の
るり

と
て
（
書
）

（（
詞
書　

わ
た
ら
ん
と
す
る
に
（
詞
・
稽
・
佐
）
―
わ
た
ら
ん
す
る
に
（
書
）

（（
詞
書　

思
人
な
く
し
も
あ
ら
す
（
詞
・
書
）
―
お
も
ふ
人
な
き
に
し
も
あ
ら
す

（
稽
）
―
お
も
ふ
人
な
く
に
し
も
あ
ら
す
（
佐
）

（（
詞
書　

あ
し
と
（
詞
）
―
あ
し
の
（
稽
・
佐
・
書
）

（（
詞
書　

あ
そ
ひ
け
り
（
詞
・
稽
・
佐
）
―
あ
そ
ひ
け
け
り
（
書
）

（（
詞
書　

是
は
何
と
り
そ
と
（
詞
・
稽
・
書
）
―
こ
れ
は
な
に
そ
と
（
佐
）

（（
作
者　

な
り
ひ
ら
（
詞
・
書
）
―
業
平
朝
臣
（
稽
・
佐
）

（（
詞
書　
三
種
神
器�

を
か
た
ま
の
木
（
詞
）
―
を
か
た
ま
の
木
（
稽
・
佐
・
書
）

（（
作
者　

と
も
の
り
（
詞
・
佐
）
―
紀
の
と
も
の
り
（
稽
・
書
）

（（
和
歌　

き
ゆ
と
み
つ
ら
ん
（
詞
・
稽
・
書
）
―
き
ゆ
と
見
ゆ
覧
（
佐
）

（（
作
者　

清
原
ふ
か
や
ふ
（
詞
）
―
ふ
か
や
ふ
（
稽
・
佐
・
書
）

（（
和
歌　

あ
か
ぬ
こ
ゝ
ろ
を
（
詞
・
稽
・
佐
）
―
あ
は
ぬ
こ
ゝ
ろ
を
（
書
）

（（
作
者　

高
向
利
春
（
詞
）
―
と
し
は
る
（
稽
・
佐
・
書
）

（（
和
歌　

ひ
と
さ
か
り
（
詞
・
佐
・
書
）
―
ひ
と
さ
か
り（
稽
）

（（
詞
書　

ナ
シ
（
詞
）
―
題
不
知
（
稽
・
佐
・
書
）

（（
作
者　

ナ
シ
（
詞
）
―
讀
ひ
と
し
ら
す
（
稽
・
佐
・
書
）

35
和
歌　

ナ
シ
（
詞
）
―
郭
公
な
く
や
五
月
の
あ
や
め
く
さ
あ
や
め
も
し
ら
ぬ
戀

も
す
る
か
な
（
稽
・
佐
・
書
）

（（
和
歌　

ナ
シ
（
詞
）
―
夏
虫
の
身
を
い
た
つ
ら
に
な
す
事
も
ひ
と
つ
お
も
ひ
に

よ
り
て
な
り
け
り
（
稽
・
佐
・
書
）

（（
和
歌　

ナ
シ
（
詞
）
―
こ
ひ
〳
〵
て
ま
れ
に
今
夜
そ
逢
坂
の
ゆ
ふ
つ
け
と
り
は

な
か
す
も
あ
ら
な
む
（
稽
・
佐
・
書
）

38
和
歌　

ナ
シ
（
詞
）
―
な
か
れ
て
は
妹
背
の
山
の
中
に
お
つ
る
よ
し
の
ゝ
河
の

よ
し
や
よ
の
な
か
（
稽
・
佐
・
書
）

（（
和
歌
後　

ナ
シ（
詞
）―
喜
せ
ん
法
師
、我
い
ほ
は
の
哥
は
前
に
見
え
た
り（
稽
・

書
）
―
き
せ
ん
法
師
、
わ
か
庵
の
哥
は
前
に
見
え
た
り
（
佐
）

（（
詞
書　

た
い
し
ら
す
（
詞
）
―
ナ
シ
（
稽
・
佐
・
書
）

（（
作
者　

讀
ひ
と
し
ら
す 

天
神

三
輪

（
詞
）
―
よ
み
ひ
と
し
ら
す
（
稽
・
佐
・
書
）

（（
和
歌　

い九
首
秘
哥さ
こ
ゝ
に
（
詞
）
―
い
さ
こ
ゝ
に
（
稽
・
佐
・
書
）

（0
和
歌
後　

き
せ
ん
（
詞
）
―
ナ
シ
（
稽
・
佐
・
書
）

（0
和
歌
後　

わ
八
首
秘
哥か
庵
の
哥
前
に
見
え
た
り
（
詞
）
―
ナ
シ
（
稽
・
佐
・
書
）

（0
和
歌
後　

宇
治
山
の
僧
き
せ
ん
は
よ
め
る
哥
お
ほ
く
き
こ
え
ね
は
か
れ
こ
れ
を

か
よ
は
し
て
よ
く
し
ら
す
候
（
詞
）
―
ナ
シ
（
稽
・
佐
・
書
）

（（
作
者　

よ
み
人
し
ら
す
（
詞
）
―
ナ
シ
（
稽
・
佐
・
書
）

（（
和
歌　

を
と
つ
れ
も
せ
ぬ
（
詞
・
稽
・
佐
）
―
お
と
つ
れ
は
せ
ぬ
（
書
）

（（
和
歌　

見
る
な
へ
に
（
詞
・
佐
・
書
）
―
見
る
か
ら
に
（
稽
）

（（
和
歌　

な
け
き
く
は
ゝ
る
（
詞
・
稽
・
佐
）
―
な
け
き
と
は
ゝ
る
（
書
）

（（
詞
書　

や
と
れ
る
と
き
（
詞
）
―
や
と
れ
る
時
に
（
稽
・
佐
・
書
）

（（
和
歌　

さ
と
を
い
と
ひ
て
（
詞
）
―
さ
と
は
い
と
ひ
て
（
稽
・
佐
・
書
）

（（
和
歌　

成
にぬ

へ
ら
也
（
詞
）
―
な
り
ぬ
へ
ら
也
（
稽
・
佐
・
書
）

35
和
歌　

ほ
恋
巻
頭

と
と
ゝ
す
鳴
や
五
月
の
あ
や
め
く
さ
あ
や
め
も
し
ら
ぬ
恋
も
す
る
哉

（
詞
）
―
ナ
シ
（
稽
・
佐
・
書
）

38
和
歌　

な
恋
巻
軸

か
れ
て
は
妹
背
の
山
の
中
に
お
つ
る
吉
野
の
か
は
の
よ
し
や
よ
の
な

か
（
詞
）
―
ナ
シ
（
稽
・
佐
・
書
）

〃

〃

○

ヒ

三
一

佐
太
神
社
蔵
『
詞
林
翹
楚
』
に
つ
い
て 

―
江
戸
初
期
松
江
藩
主
周
辺
の
和
歌
事
蹟
―
（
山
﨑
真
克
）
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50
詞
書　

吹
上
の
は
ま
の
か
た
に
き
く
う
へ
た
り
け
る
を
讀
る（
詞
）―
ナ
シ（
稽
・

佐
・
書
）

50
作
者　

す
か
は
ら
の
朝
臣
（
詞
）
―
ナ
シ
（
稽
・
佐
・
書
）

50
和
歌　

秋
風
の
吹
あ
け
に
た
て
る
し
ら
菊
は
は
な
か
あ
ら
ぬ
か
波
の
よ
す
る
か

（
詞
）
―
ナ
シ
（
稽
・
佐
・
書
）

（（
詞
書　

ナ
シ
（
詞
）
―
冬
の
賀
茂
の
ま
つ
り
の
歌
（
稽
・
佐
・
書
）

（（
和
歌　
　

ち
一
部
巻
軸
は
や
ふ
る
（
詞
）
―
ち
は
や
ふ
る
（
稽
・
佐
・
書
）

（（
和
歌　

賀
茂
の
社
の
（
詞
・
稽
・
書
）
―
か
も
の
か
も
の
や
し
ろ
の
（
佐
）

跋
文　
　

す
べ
て
ナ
シ
（
詞
）
―
陽
神
陰
神
の
う
ま
し
と
唱
へ
給
ふ
、
是
和
哥
の

始
め
と
も
云
な
る
へ
し
、
下
照
姫
の
言
を
永
ふ
し
、
素
盞
烏
の
三
尊
の

十
一

字
に
定
給
ひ
し
よ
り
、
出
雲
の
國
の
守
な
る
人
は
ひ
と
り
此
道
を
玩
ひ

給
ふ
へ
き
事
に
こ
そ
、
侍
従
綱
隆
君
ま
た
御
親
に
そ
ひ
ま
し
〳
〵
け
る

比
よ
り
、
し
き
し
ま
の
道
を
た
し
み
和
哥
の
浦
の
玉
藻
を
か
き
あ
つ
め

給
ふ
、
今
此
一
巻
は
、
神
歌
に
始
て
二
聖
六
哥
仙
ま
て
も
ら
さ
す
し
る

し
給
ひ
、
山
下
水
と
名
つ
け
て
几
上
の
珍
玩
と
な
し
給
ふ
、
古
今
の
序

の
言
葉
に
も
と
す
き
給
ふ
な
る
へ
し
、
つ
ら
〳
〵
そ
の
餘
の
意
を
拾
ふ

に
、
山
と
水
と
は
仁
智
の
人
の
こ
の
む
と
こ
ろ
な
り
と
壁
の
う
ち
よ
り

も
と
め
出
た
り
し
文
に
も
し
る
さ
れ
け
る
と
そ
、
仁
者
は
義
理
お
も
く

し
て
う
つ
ら
さ
る
事
山
に
に
た
り
、
智
者
は
事
の
理
滞
な
く
流
て
水
に

に
た
り
、
こ
の
二
品
に
て
国
を
ゝ
さ
め
民
を
め
く
み
給
ふ
事
、
な
に
か

か
く
る
こ
と
有
ぬ
へ
し
、
人
の
も
と
め
ふ
せ
く
に
よ
し
な
く
お
よ
は
す

な
か
ら
臨
書
し
侍
る
事
、
か
つ
は
お
そ
れ
か
つ
は
や
さ
し
く
て
硯
の
海

の
か
は
く
ま
て
よ
し
あ
し
原
の
末
の
世
の
そ
し
り
を
も
わ
き
ま
へ
す
、

つ
た
な
き
筆
を
染
、
是
を
後
序
と
な
し
侍
る
者
也
、
時
に
元
禄
戊
寅
年

陽
復
の
月
穀
旦
／
養
法
尼
識
焉
／
「
養
法
」〔
朱
印
Ａ
〕「
換
／
鵝
」〔
朱

印
Ｂ
〕（
稽
）

※
以
降
は
、（
稽
）（
佐
）（
書
）
三
本
間
の
跋
文
の
異
同
を
掲
出
す
る
。

跋
文
１　

う
ま
し
と
唱
へ
（
稽
・
書
）
―
う
ま
し
と
鳴
へ
（
佐
）

跋
文
３　

言
を
永
ふ
し
（
稽
）
―
言
を
永
し
（
佐
）
―
言
葉ヒ
を
永
ふ
し
（
書
）

跋
文
４　

素
盞
烏
の尊
の（
稽
）
―
素
盞
烏
尊
の
（
佐
・
書
）

跋
文
７　

ナ
シ
（
稽
・
佐
）
―
頭
注
「
越
前
一
族
松
出
雲
國
江
城
／
主
二
代
侍
従
従
四
位

下
／
兼
出
羽
守
源
綱
隆
」〔
朱
〕（
書
）

跋
文
（（　

此
一
巻
は
（
稽
）
―
此
一
巻
も
（
佐
・
書
）

跋
文
（（　

よ
し
な
く
（
稽
・
書
）
―
よ
し
な
しく

（
佐
）

跋
文
（（　

筆
を
染
（
稽
）
―
筆
を
染
て
（
佐
・
書
）

跋
文
（（　

時
に
元
禄
戊
寅
年
陽
復
の
月
穀
旦
／
養
法
尼
識
焉
／「
養
法
」〔
朱
印
Ａ
〕

「
換
／
鵝
」〔
朱
印
Ｂ
〕（
稽
）―
寶
永
二
丁
酉
初
夏
／
七
十
五
歳
書
／「
養

法
」〔
朱
印
Ａ
〕「
換
／
鵝
」〔
朱
印
Ｂ
〕（
佐
）
―
時
に
元
禄
戊
寅
年
陽

復
の
月
穀
旦
／
（
一
行
空
白
）
／
従
保
実
朝
臣
一
覧
／
此
一
冊
本
紙
一

巻
為
便
覧
豊
泰
書
写
／
安
政
二
年
弥
生
十
八
日
〔
花
押
〕（
書
）

○

○

三
二

佐
太
神
社
蔵
『
詞
林
翹
楚
』
に
つ
い
て 

―
江
戸
初
期
松
江
藩
主
周
辺
の
和
歌
事
蹟
―
（
山
﨑
真
克
）
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A reprinting and explanation of 
“Shiringyōso” in Sada Jinja

YAMAZAKI�Masakatsu
（Hijiyama�University）

〔A b s t r a c t〕

　Shiringyōso� in� Sada� Jinja� and�Yamashitamizu� in�Keikoyūbunkan� are� compared� and�
examined.�There�is�a�different�waka�in�Shiringyōso�and�Yamashitamizu,�and�arrangement�is�
different�in�both�of�them.�There�are�no�afterwords�by�Yōhōin�put�to�an�end�on�a�Shiringyōso.�
Shiringyōso�may�be� the�original,� it's� scarce� in�a�basis�of�a� judgement.� It's�difficult� to� fix�
judged�as�a�polish�by�Matsudaira�Tsunataka�or�a�revision�by�an�another�person.

Keyword：Sada�Jinja,�Matsudaira�Tsunataka,�Yōhōin,�Yamashitamizu,�Matsue�clan
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